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は，建機の手応えをパラメーター変更で，遠隔の微調
整が可能になった．
また，オペレーターは自分自身が搭乗して操作して
いるように見える画面よりも，客観的に建機を見なが
ら操作する方が，より確実に操作できることが分かっ
たことも，今回の開発で得られた知見の一つである．
車両の傾きなどを感じられない無人機では，バーチャ
ルリアリティーよりも客観的な視点の方が好まれた．
これは現場のオペレーターと幾度となく実証試験を重
ねた成果といえるだろう．
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開発された 2 機の無人建機は，2012 年度から行わ
れている「赤松谷川 11


